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「

狩
野
派
」
天
下
人
に
愛
さ
れ
た
絵
師
集
団

かつて絵師たちは、どのように絵を学んでいたのでしょうか。
彼らは、絵手本で師の技術や感性を受け継ぎ、作品を模写するこ
とで筆遣いや構図を学びました。それらは、普段は表に出ることは
ない「粉

ふんぽん※

本」と呼ばれる資料群として現在に受け継がれてきました。
足立の旧家には江戸時代の巨大門派「狩野派」「谷派」の粉本が伝
来しており、このことは、教養として絵を習得していた人々が足
立にいたことを物語ります。本展では、足立に残る粉本を通じて、
絵師たちの学びと活動の痕

こんせき

跡をたどります。絵師たちのたゆまぬ
研
けん

鑽
さん

を伝える貴重な資料を、ぜひお楽しみください。
※粉本…絵手本や図案の資料、模写や下書きなどの総称

狩野派・谷派　絵師たちの残した模写・絵手本

原本：不明
模写：不明
寛政～文化（1789～1818）頃

修練のために描かれた模写絵です。模者もし
くは持ち主として「主

しゅ

円
えん

得
とく

石
いし

出
で

吉
よし

祐
すけ

」と書か
れており、円乗に師事して「円」の一字を引
き継ぎ、「円得」を名乗った石出吉祐なる人
物がいたことがわかります。

粉本「福禄寿図」

室町幕府の時代から、
武家好みの画派とし

て時の天下人に好まれた
狩野派は、江戸時代にお
いても徳川家に愛され、
その勢力は全国に広がり
ました。
千住の掃

か も ん

部新
しんでん

田の開発人
だった石

いし

出
で

家には、江戸
時代中～後期の町

まち

狩
が の う

野
（町場で活動する狩野派
の絵師）である高

たか

田
だ

円
えんじょう

乗
の肉筆画や、円乗によっ
てもたらされた狩野派の
粉本等が伝来しています。

千住 ・足立の文化遺産展 後期

模写
主
円
得
石
出
吉
祐

▲幸福や長寿を象徴する福禄寿を描いた図

狩野派の絵師、狩野常信※の作品を高田円
乗が写したものです。右に「円

えんじょう

乗画
これをかく

之」と
書かれていることから、絵手本として円乗
が石出家に伝えたものであるとわかります。
※�狩野常信…江戸時代前期、幕府に仕えた御用絵師

▲古代中国の仙人黄安を描いた図

原本：狩
か の う

野常
つねのぶ

信
模写：高田円乗 
寛政～文化6 年（1789～1809）頃 

粉本「黄
こう

安
あん

図」

絵手本

円
乗
画
之　
主
石
出
氏



文渕が師・谷文晁の作品を写し
たものです。文晁や谷派絵師以
外の作品の模写も残っており、
文渕の柔軟な学びの姿勢がうか
がえます。

谷た
に

文ぶ
ん
ち
ょ
う晁

を
頂
点
と
す
る
文
人
た
ち
の
一
大
門
派

原本：谷文晁
模写：舩津文渕　
嘉永元年（1848）

【谷派】舩津文渕 粉本「百馬図」　文政11年（1828）

絵師が修練のために描いた図画（模写含む）や、作品の
下書きなども粉本に分類され、絵師がどのような画題に
取り組んでいたかなどがわかります。また、すでに消失
してしまった作品の下書きなどは大変貴重な記録です。
本資料も、文渕が学習のために描いたものと推察されます。
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2
粉本「随

ずい

身
じん

庭
てい

騎
き

図」

手本として作られた粉本

修練の中で作られた粉本

画
題
が
同
じ
「
馬
」
で
も
…

▲�徒歩の警備（随身）と、騎馬
の警備（庭騎）を描いた図

◀�簡略な筆線で、多種多様な姿勢、
角度で80頭以上の馬が描かれている。

▲�様々な毛色、模様の馬が、
ひしめくように描かれている。

【狩野派】粉本「百馬図」（部分）

粉本のひとつに、画法習得のための手本や図案集があります。
本資料も、筆の運び方や馬の全身、部位などの形状を学習するため
の絵手本として、高田円乗により石出家に伝えられました。

原本：狩野常信
江戸時代後期

関東文人の拠点的地域となる
江戸下谷（現在の台東区）に
生まれ、様々な画法を学んだ
文晁は、多くの文人に支持さ
れました。
上
かみぬま

沼田
た

村
むら

（現在の足立区江北）
の大農家 舩

ふな

津
つ

文
ぶん

渕
えん

もまた、谷
文晁に絵を学んだ一人でした。
舩津家には、文渕自身の絵師
としての活動の記録や資料の
ほか、文晁の画塾兼アトリエ
「写

しゃ

山
ざん

楼
ろう

」の膨大な粉本類が
伝来しています。

「粉本」は、手本や資料、下絵、模写などの総称です。同じ画題を描いたように見えても、流派
の画風を学ぶための絵手本、自身の修練のために描いた模写など、作成の目的は様々です。

文渕が様々なものを模写・写生し
た、全６冊に及ぶ資料集です。文
渕自身の構図メモのほか、当時の
木版物（摺物）なども収められて
います。

舩津文渕
江戸時代後期縮図帳（部分）

◀︎
左）扇面の図案
右）摺物のスクラップ

図案集・資料集 

模写「

谷
派
」

「

粉
本
」
様
々
な
目
的
や
使
わ
れ
方



開館時間 午前９時～午後５時（最終入館は午後４時３０分）

休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、翌平日に休館）

入 館 料 一般２００円（高校生以上）　団体（２０名以上）は半額
※７０歳以上の方、障害者手帳保持者およびその介助者１名は無料
※毎月第２・３土曜日は入館無料

交通案内 ＪＲ亀有駅北口、東京メトロ千代田線北綾瀬駅、
つくばエクスプレス八潮駅南口よりバス。無料駐車場あり。

所 在 地 〒120-0001
 東京都足立区大谷田５－２０－１

電話番号 ０３－３６２０－９３９３
Ｆ Ａ Ｘ ０３－５６９７－６５６２

初公開

【谷派新発見資料の特別展示】
企画展の開催を記念して、近年新たに発見された作品を特別公開します。

楽し気な酒宴の様子が描かれています。谷文晁は自身も参加した「千住の酒合戦」※の様子を絵巻に
残しており、本作は、その絵巻物と同じ構図で描かれています。酒宴という画題が文晁の中で確立
され、本作の制作に繋がったと推察されます。
※�文化12（1815）年に千住の飛脚問屋の隠居中屋六右衛門の還暦祝いの余興として酒の飲み競べが行われ、その様
子は文晁ら参加者によって絵や詩となって記録されました。

谷文二（谷文晁の子）、舩津文渕などの谷派絵師と、谷派と親交のある文人たちが寄せ
描きした百馬図です。文渕は、師である文晁の一族とも深く交流し、文晁死後も文二、
二世文一（文晁の孫）たち文晁一族とのつながりは続きました。本作も、文渕と谷派
絵師との交流の結果制作されたことがうかがえます。

令和5（2023）年、日本・東洋美術専門の研究誌『國
こ っ か

華』において、
「特

とくしゅう

輯 千住・足立の文化遺産」が組まれ、平成24（2012）年から
実施してきた足立区文化遺産調査で明らかとなった足立の美術文化
が紹介されました。本展は、『國

こ っ か

華』に掲載された資料を中心に構
成しています。

◀︎�

酒
樽
に
は
「
文
」
と
い
う
文
字
と
蝶
の
絵
が
描
か
れ
、

「
ぶ
ん
ち
ょ
う
＝
文
晁
」
と
読
め
る
。

▲描き手それぞれの画風で様々な馬が描かれている。

『國華』(2023年5月発行1531号表紙)�
明治22（1889）年、美術指導者、岡

おかくら
倉

天
てんしん
心らによって創刊された日本・東洋

美術専門の研究誌で、現在も刊行さ
れている世界最古の美術研究誌。
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文
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 （当館蔵）

谷
たに

文
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二
じ
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ほか　百馬図（部分）（個人蔵）

明治時代から続く美術研究誌『國
こ っ か

華』

開館時間 午前９時～午後５時（最終入館は午後４時３０分）

休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、翌平日に休館）

入 館 料 一般２００円（高校生以上）　団体（２０名以上）は半額
※７０歳以上の方、障害者手帳保持者およびその介助者１名は無料
※毎月第２・３土曜日は入館無料

交通案内 ＪＲ亀有駅北口、東京メトロ千代田線北綾瀬駅、
つくばエクスプレス八潮駅南口よりバス。無料駐車場あり。

所 在 地 〒120-0001
 東京都足立区大谷田５－２０－１

電話番号 ０３－３６２０－９３９３
Ｆ Ａ Ｘ ０３－５６９７－６５６２




